
春の声が聞こえてきました。

音楽や本に触れてみませんか？

人権劇中の「差別をなくする活動」の場面は、明治時代終わり頃から大正時代に行われた被差別部落外
の人たちが行った「部落改善運動」や「融和運動」を指す。これらの活動は、差別の原因を被差別部落の
人々の側に求め、部落外の人々の「同情」と「理解」を求める活動であり、そのため部落外の人たちに対する
差別を逆に助長し、本来の差別解消には繋がらなかった。この活動は、いわゆる「部落解放運動」ではない。

～毎月10日は人権を考える日～

西条市人権教育協議会 西条市人権擁護課

公民館だより

よしい

WEB サイト https://www.city.saijo.ehime.jp/soshiki/syakaikyoiku/yosii-index.html

３月号
2025年

令和7年

吉井地区１月末人口 前月比

男 1,109人 （+1人）

女 1,165人 （±0人）

計 2,274人 （+1人）

世帯数 1,094戸 （+2戸）

発行 西条市吉井公民館
          〒799-1363 西条市玉之江235-2

TEL・FAX：（0898）64-3001 ／ E-mail ： yoshii-k@saijo-city.jp

私はこれまでに人権問題に関する授業を受けてきた。そのため、人権問題に

関する知識が身に付いていると思っていたが、まだまだ身に付いていなかった。

先日、水平社博物館研修に参加した。そこでは水平社宣言の「人の世に熱

あれ、人間に光あれ」という言葉を目にした。この言葉は以前から、意味はよく

わからないままに覚えていたが、水平社博物館研修に参加して、「社会で人々

の力強い願いが叶うように、そして人間が社会で生き生きできるように」という

意味であることを知ることができた。

わが国初の人権宣言といわれる水平社宣言が出されたのは、今から１００年前の１９２２年３月だ。宣

言の原文は、被差別部落出身の若者たちが考えたものである。長い歴史の中で不当な差別を受けてき

た人々の苦しい思いが記されているだけでなく、全ての人々がどのような差別も受けることなく、人間ら

しく暮らしていける社会の実現を願う気持ちが込められている。

被差別部落に対する差別意識は、基本的人権の尊重を掲げた日本国憲法の施行後も解消されず、

劣悪な生活環境も改善されなかった。その後、行政によって住宅や道路などの物理的な生活環境は大

きく改善されたが、差別意識はなくなっていない。２０１６年に「部落差別の解消の推進に関する法律」が

施行され、そのなかで、国は部落差別の存在を認め、「部落差別の解消を推進し、もって部落差別のな

い社会を実現する」と述べている。

水平社宣言から１００年後の今は、宣言が目指した、あらゆる差別を許さず、誰もが一人の人間として

尊重される社会になっているだろうか。以前は見過ごされていた、様々なハラスメントが社会で問題とな

り、人権尊重の意識が高まっていることは確かに感じる。しかしその一方で、インターネットやＳＮＳ上での

誹謗中傷や人種差別、性の在り方に対する偏見など、新たな人権問題が発生していることも事実だ。こ

うした現状をみると、部落差別に限らず、ある日突然、差別の被害者になる可能性は誰にでもあると考

えられる。社会を変えられるのは私たち一人一人だ。水平社宣言から１００年後の今、私たちにできるこ

とは何だろうか。

現代は、メディアで様々な人権問題が取り上げられるようになり、個人の多様性をより尊重する社会

になりつつある。私たちの身の周りには、解決すべき人権問題が多く存在すると考えておかなくてはなら

ない。今は１００年前とは違い、多くの人が自由に意見を発信できる時代になっている。こういう時代だか

らこそ、水平社宣言に込められた当時の人々の思いを考え、人として認め合い尊敬し合うことにより、す

べての人が平等に人権を尊重され、住みやすい社会を作っていかなくてはならない。

今回、水平社博物館研修に参加し、部落問題について多くのことを学ぶことができた。まだまだ人権

問題について知らないことばかりなので、講演会や研修会などに参加し、積極的に学習し、知識を身に

付けていきたいと思う。そして、あらゆる差別をなくし、人間が人間らしく、誰もが幸せに暮らしていける社

会を作っていくために、私たちにできることを考え、行動していきたい。

「差別のない社会を願う」
丹原高等学校 ３年 大川 真奈さん

「令和５年度 人権意識を高めるための作品集」より

2月号掲載記事への注釈 ～間違った解釈と理解をしないために

～「部落差別では差別をなくそうとする活動が逆に差別をひどくさせていたということが印象に残りました。」
（「２月号掲載の作文より）

【日 時】 令和7年３月27日（木）
１4：0０～15：00

【場 所】 吉井公民館 １階

2年ぶりにハーモニカの演奏会を行います。
あたたかい音色と懐かしいメロディーをお楽しみください。

【申込先】 吉井公民館 64-3001

『死んだ山田と教室』 金子玲介
『アルプス席の母』 早見和真
『人魚が逃げた』 青山美智子
『謎の香りはパン屋から』 土屋うさぎ
『ブラックショーマンと覚醒する女たち』

東野圭吾

新しい本の
ご紹介

２０２４年度
４月号 はじめ ちょろちょろ 中ぱっぱ
5月号 チョッキリ
6月号 ウンム・アーザルのキッチン
7月号 風が描く絵鳥取砂丘
8月号 光る石北海道石
9月号 おいしさつながる 昆布の本

10月号 アシカとアザラシ
11月号 となりにすんでるクマのこと
12月号 日本にいたゾウ
１月号 あっちゃんのおせち日記

『たくさんのふしぎ』福音館書店 小学生中学年向けの月刊誌です。
大人の方が読んでも楽しい話題が
揃っています。

吉井公民館には、移動図書館「カワセ
ミ号」がやってきます。西条市立図書館
の利用カードがあれば、どなたでも借り

られます。ぜひご利用く
ださい。巡回日は行事予
定をご覧ください。

今回の吉井カフェでは、薬剤師の先生にお越

しいただき「知って得する薬の話」 と題して身近な

お薬の話などをしていた

だきました。 日頃感じて

いた疑問についても聞く

ことができ、とてもために

なりました。

公民館人権・同和教育訪問が行われました。

公民館の人権に関わる活動について報告し、県人

権対策協議会や県教育事務所、市人権擁護課の

方々からご指導や助言をいただきました。

地域から参加してくださった方々のお話も示唆

に富むもので、これからの公民館事業を考えるに

あたり大変参考になりました。

公民館人権・同和教育訪問 吉井カフェ「介護予防出前講座」2月13日(木)1月27日(火)

● できごと ● ●●●

『禁忌の子』山口未桜
『spring』 恩田 陸
『カフネ』 阿部暁子

大人の本は３月に入る予定です

♪ハーモニカコンサート♪



次の方からご厚志を頂きました。お礼を申し上
げますとともに、故人のご冥福をお祈りいたします。

黒川常正様 （故 黒川マスヱ様ご遺族）

【石田ふれあいクラブ】

道前クリーンセンターへ自分で搬入する。

処理券は不要です。計量して10kgあたり１００円を払います。

戸別収集を申込み、指定日に処理券を貼って自宅前に出す。

ごみの種類や大きさに応じた手数料がかか

ります。事前申込の際に金額がわかります。

必要な枚数の処理券を収集日までに取扱

店のレジで、購入してください。

年度末を迎え、粗大ごみについての問合せが増えてきたのでまとめま

した。詳しくは、緑色の「家庭ごみ分別ガイドブック」を確認してください。
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日 月 火 水 木 金 土
1 休館
カワセミ号

13:40～14:10

2 3 4 5 6 7 8
休館 休館

9 10 11 12 13 14 15 休館

休館
吉井カフェ

13:30～15:00

愛連協
新旧役員引継会

カワセミ号
13:40～14:10

16 17 18 19 20 春分の日 21 22
休館 休館 休館

23 休館

30 休館

24

      31

25 26 27 28 29 休館
♪ハーモニカ
コンサート

カワセミ号
13:40～14:10

古 紙

● お知らせ ●

■ 職員が勤務する日 毎週月～金曜日 9：00～17：00
■ 休館日 毎週土・日曜日，祝日，12/29～1/3

石田短歌会

びん・スプレー缶

う
ち
ま
ご

●●●

【東予地区】 指定ごみ袋、粗大ごみ処理券取扱店 (令和6年2月9日現在)

マック東予店 くすりのレデイ 東予インター店

リカーショップよしや くすりのレデイ 東予店

フジ東予店 ドラッグストアモリ東予店

ディスカウントドラッグコスモス 東予店 ローソン東予総合支所前店

リカーズタケダ ローソン東予石田店

そごうマート三芳店 ローソン西条石田店

そごうマート新町店 ローソン東予北条店

そごうマート三津屋店 ローソン東予壬生川店

セブンイレブン西条三津屋東店 ローソン西条河原津店

セブンイレブン西条北条店 ローソン西条大野店

(株)桝田屋商店 ミニストップ東予周布店

川上食品容器 ミニストップ西条高田店

マルナカ東予店 ハローズ東予店

DCM周桑店 ファミリーマート西条国安店

ラ・セゾン ファミリーマート三津屋南店

生活協同組合 コープえひめ西条支所 ファミリーマート西条円海寺店

● 粗大ごみの出し方について ●

価格：1枚 ３００円

１０枚つづりではありません。

■電話受付：0897－66－7453
        時間：月～金曜日の9時～12時,13時～15時（祝日、年末年始を除く）

■専用ホームページ（24時間受付） https://www.sodai-saijo.jp/

出し方①

出し方②

粗大ゴミ処理券の購入

【日時】 令和7年4月～ 令和8年3月
毎月おおむね第１土曜日（初回4月5日）
１３：３０～１５：３０

【場所】 西条市佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711‐１

                 （電話：0898-68-4610）

【内容】 「百人一首」

【講師】  武田眞氏

【定員】 先着 ６０人

【受講料】開講日にお知らせします。（年3,000円程度）

テキスト料（実費）

【受付期間】 3月9日（日）まで
■後援：西条市教育委員会

【申込先】西条市佐伯記念館 ・ 郷土資料館
【問合せ先】 090-4336-3070（黒川）

古典講座受講生募集

わ
び
す
け

児童の登下校の様子などを見守ってくださる方

を募集しています。吉井の子どもたちを、吉井のみ

んなで声を掛け合って見守りましょう。ご協力をよろ

しくお願いいたします。

【登録申込】 令和7年３月21日（金）まで

【申込用紙】 吉井小学校、吉井公民館にあります。

■引き続き登録していただける方も、申込書の提

 出をお願いします。できなくなった方は、その旨の   

 ご連絡をお願いします。

「できるときに できることを できるだけ」

【お問合せ・申込先】
吉井小学校 電話： ０８９８－６4-3080

吉井小学校
より 「学校安全ボランティア」募集

市県民税・ 国民健康保険税の確定申告の時

期になりました。公民館ではなく税務署や各地区

の会場で申告してください。

吉井地区の申告受付日時は次のとおりです。

【場 所】 西部支所 ３階

【時 間】 9:00～11:30，13:00～15:30

【対象地区】 ３月14日(金)：玉之江，広江

３月17日(月)：石田，今在家

【問合せ先】 西部支所 総務管理課税務係
電話 ： 0898－64－2629

確定申告のお知らせ

令和６年１月に発生した「令和６

年能登半島地震」により、甚大な被

害が生じました。被災された方々の生活再建に役

立てていただくため、公民館ロビーに義援金募金

箱を設置しております。これまでに多くのご協力を

いただきありがとうございました。

依然として困難な状況におかれている方もいらっ

しゃいます。ひきつづき皆様のあたたかいご協力を

お願いいたします。

   なお、集まりました義援金につきましては、日本赤

十字社に送金しています。

令和６年能登半島地震災害
義援金募金 お礼とお願い

地域の皆様には、赤い羽根共同募金ならびに

歳末助け合い募金にご協力いただき、誠にありが

とうございました。 また、自治会長、民生委員、シニ

アクラブ会長の皆様には大変お世話になりました。

◆西条市社会福祉協議会吉井支部より ◆

お 礼

地域で子育て支援してみませんか？会員
募集

【会員登録・お問合せ】
・西条ファミリー・サポート・センター
（市役所 保育・幼稚園課内）電話： 0897-53-1666
・西部支所 市民福祉課 こども係

西条ファミリー・サポート・センターは、育児の援助
を行う人（サポート会員）と受けたい人が会員となり、
子育ての助け合いを行う会員組織です。
■報酬：１時間600～900円（有償ボランティア活動）
■サポート会員として活動するためには、
センターが開催する講習会の受講が必要です。
【令和7年度１回目講習会】

６月25日～27日（予定）
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